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3．工場・倉庫の震害とその鮒策

堅

5。1　新潟震害の特色

星　野　昌　一

　　今回の新潟震害は建築的にみると過去の関東大震災や

　福井震災に比ぺてtつぎのような特異な面が感じられ

　る．

　　a）地域的に震害が大きい舵のあること．

　　b》建築そのものの被害よウも地盤の沈下・流動によ

　る被害が大きかったこと．

　　C）在来耐震的に最良とされた鉄筋コンクリート造の

　ものの傾斜，転倒などの被審が、鉄re　・木造の被害（案

　際にはこれもかなり多かっk）よりも大きく目立ったこ

　と．

t　d）工場災害が特にいちじるしく，一般民家の災害を

　上回った．

　　e）公共施設〔水遊・遭路・橋梁・港湾・腿週など）

　の災害が以外に大きく，工場などの複旧，作粟再開をい

　ちじるしく遅らせたこと．

　　f）趣物の沈下．傾斜に伴う周辺施設への影響の大き

　かeたこと．

寮3・1図　建物は傾斜し，m管の支柱は

　　　　　倒hている

穣3・2図　建物のつ9目は大きく口があき配管賜

　　　　　は切断あるいは屈曲している
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第3・3図二つの建物なつないで
　　　　　いる灘下は脱落し．配管

　　　　　類は切断さhている

g）水害がかなり広い範囲に及んだこと．

3．2工場施設の災富とその対策

　工場の種類，規模，樽進，所在地域によって，その災

害の程度が異たっているが，つぎのような事例が起こっ

ている．

　8）長大コンクリート造工矯

　もoとも軟弱な地盤にある大型重量機械を上階に設置

した長大工場では，全pmtC陥没傾斜する一方（第3。1

図参照），増設部のつぎ手に大きい割れ目を生じ（第3

・2図参照），っなぎ廊下などは切断落下に至っている

（第3・3図参照）。これらは建築そのものの建設後

槻械類が更新，増強されたために起こったことにも起因

する二とがあるが，大部分は基礎工法の不備にあると考

えられる．一方2練の建物は当然劉個に顕動または移動

沈下するものと考えなければならないから、これらの相

接する部分をつなぐ配管や渡り廊下のたぐいは相当の変

位があって．脱落，切損しないような構造を採用すぺき

であろう．基礎は当然独立基確とせず全体を連結した格

子組式のものとしなければならない．

　b）　多層コンクリート造工場

　軟弱地盤tt建っ多層工場は当然杭打その他の地桑を行

なって基礎を支持しているはずであるが、自重による沈

下と撮動による地盤の流動によって不同沈下を起こし

23



脚

第3・4図　左側のコンクリート造の工場が金体と

　　　　　して右に傾斜し，右の塔状物は左に傾斜

　　　　　している

（第3・4図参照〉，建物の一部に「打ちつぎ」のような

弱点部があると　その部分ではっきり切断してしまい，

当然内部の配管類にも大きい被害を与える（第3・5図

参照）．

　これは相当に入念に施工された比較的新しい場合でも

類似の現象が起こっているので（第3。6図参照），基

礎を特別に工夫して連結しない限り避けにくい現象と考

えられる．この場合にはこの建物の傾斜のために隣接し

た鉄骨造の車庫の一部を押しつぶし，全体に大きい被害

を与えた．

　高層建築をこのような軟弱地盤に建てること自体に大

・認隣盈ユ

第3・5図　薙増し部分で切断した

　　　　　コンクリートの建物

鋸3・6図　全両的に蔭斜し，建増し郁分で切断し

　　　　　τいる。この傾鍔によつて隣接鉄骨車庫

　　　　　はかなり憂形して敏害をうげている
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きい問題があり、自重と痕動による沈下を避けるために

は摩擦抗だけでは不可であり，さりとて強固な地質まで．

到達させることもむずかしいと思われるので，やむをえ

なければ潜函工法的な浮き基礎構造でもして，地下室基

礎部分を張り出して安定した構造体としなければならな

いであろう．この場合当然自重を極力軽減して，全体の

自重が浮力とバランスする程度（全体のユ！3～1／5くら

いの容椥を埋設するのも一mであろう．この場合にも

ing辺部分とのtEmuの差を考慮して，付属物や配管類のta

合には十分な変位に鮒して安金な考慮を払っておく必要

が生じるであろう．

　c）長大鉄骨造

　鋏骨造の工場は，それ自体の自重が比較的軽いためカ．

なり軟弱な地盤にあっても基磁さえ完全であれば，柱・

梁・小屋組などの鋏骨部分はそれほど大きい変位を示し

ておらず、天井走行クレーンなども，ど5やら使用でき

る状態である’．この場合むしろ問題となるのは，建物全

体がやや沈下することと，この内部に設置された機械類

の基礎が防振的な考えから完全に建物から独立している

ため，相Mcいろいろな方向に傾斜沈下して，全体を分

解修理して蕊礎を修正しなければ再使用できない状態に

なっていることである（第3・7図参照）．

　第3・7圃　鉄億軸組はほとんど女全でクレーンも

　　　　　　通るが．織域類が傾斜，沈下し床がひび

　　　　　　割れした例

　機械そのものの重量が局所的に大きい上に，ラジアル

ボールのように自重がアンバランスになりやすい鞭械顕

はどうしても傾斜沈下を起こしやすいので，場合によっ

ては題物を格子基礎として全体の面積で分担するように

しなければ沈下は防ぎ切れないようtc思bttる．ある租

の長大機械では全体に深さ2皿くらいの基礎を埋め込

んであるが，自重で傾斜沈降して使用不能になってい

る．これは建物の端部にあったのでt下面の土砂の一‘SS

が外部に脱出したためいっそう大きく陥没したのではな

いかと思われる点もある。

　の　高層鉄骨施設

　高い反応搭の類はみかけに寄らず軽量であるためと，

高いことで当初から＋分t：＊慮された安定性のよい広い
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第3・11図　地盤の移勤によって切断した

　　　　　コンクリート造倉席

有利であろう　（第3・11図参照）．

　b）鉄脅造倉庫

　下部構造を鉄筋コンクリート造とし，ツナギ梁を入れ

た縫造で，上部を安定機のよい鉄骨アーチ構造とした倉

　　　　第3・12図　タンク車の転倒で一

　　　　　　　　　部損傷をうけた鉄骨車

　　　　　　　　　庫（盈はあとからこわ

　　　　　　　　　したもの）

庫は，積荷が多少ズレた程度で建物は，まったく無被害

であった．ただし鉄骨造でも基礎が独立した不安定なも

のでは基礎の移動によりて屋根トラスが大きく変形した

例は多かった．

　トラスのみを鉄骨造とし鍵面をプロ7ク造またはレン

ガ造としたもので．壁面にきれつを生じた例は多く、こ

の場合も鹸骨造の部分ぱ安全であった例は多い．壁面を

ラスモルタルとしたもので内aSICあったタンク車が傾斜

して激突し，壁をいためた例はあった（第3・12図参
．照）．

e）＊造倉庫

　軸組木透としトラスの一部に鉄脅を使用したものは軸

26
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組の倒壊によって大きい被督をうけている．異租構造の

組合せは，ときどき局部的な坐屈を超こすようなことが

起こりやすく，木造モルタルの軸組の腐食が構造体を脆

弱にしたことと，大きい地盤の移動が致命傷となったも

のと思われる（第3。13図，第3・14図）．

策3・13図モルタル竣の外壁はこわれて
　　　　　屋根の蔭ちた禽庫

箪3・14図スレート等の嵐提が全面的に
　　　　　落下している

む　す　び

　一般の生産施設では工場建築を機械，装置の雨よけ用

の上屋としか考えず，〕腐築と切り離して機械の祀置．蕃

礎を定めるのが逝例であるが，このtめに蓮物の一部に

過度の荷重が加わって床を破壊したり，織械の基礎がバ

ラバラに不同沈下を起こしたりしやすい．

　建物の柱の基礎を相互に漣桔し，槻械類は特殊なもの

を除いて全体として広い面穣で支持するようにすれば、

このような撰害は防げたであろう．少なくとも基座下面

の土砂の移動を食いとめる工夫をしなければ軟弱な水面

下地盤の．沈下，流動は防げないと思わオLる・

　　　　　　　　　　　　　　　（1964年8月4日fi琿）

　　　　　　　寵　　蟹　　写　　寓

　駈嵩地薦に雇してほ．多くの航空写寓が宜民一琢の協力にXeて

撮MさitkS；．この写寓は．被災級杓n縛聞雁に垂直航空カノラ

を使って．石曲タンク訴の火異状況セ擾影した縣噂の写真である・

二のようなアングルからの写寓lt葬富に珍しい．


